
問
に
答
ふ

問

一
、
調
和
と
結
合
と
の
差
違
。

二
、
相
補
充

し
て
白
と
な

る
べ
き
色
。

三
、
樹
木

の
裏
面
迄
も
畫

く
と
い
ふ
は
如
何

な
る
事
な
り

や
。

四
、
山

の
寫
生
を
な
す
時
、
山
頂
高
く
し
て

畫
面
に
入
り
難
き
時

は
形
を
變

へ
低
く
し
て

可
な
る

や
。
尚
景
色
畫

に
は
空
な
き
も
の
に

て
も
よ
き

や
。

石
見
　
後
藤
百
次

答

一
、
甲
色

と
乙
色
と
の
結
合
は
よ
き

(
若
く

は
悪
し
き
)
調
和
と
な

る
と
申

や
う
に
、
結

合
と
は
原
因
で
調
和
は
結
果
と
て
も

い
ふ
事

が
出
來
ま
せ
う
。
塲
合

に
よ
つ
て
は
結
合
を

抜

い
て
、
甲
色

と
乙
色

と
は
よ
き
調
和
で

あ

る
と
申
て
も
意
味
は
通
じ
ま
す

。

二
、
は
色
彩
圓

の
反
對

に
在
る
色
を
合
せ
る

と
白
と
な
る
の
で
す
。

そ
は
學
理

上
の
話
で

我

々
の
繪
具
で
、
目
分
量

の
合

せ
方

て
は
出

來
ま
せ
ん
。
本
號
の
色
彩
論
に
も
其
事
が
あ

り
ま
す
。

三、
前

に
見
え
る
枝

や
葉
計
り
て
な
く
、
後

部

に
あ
る
枝

や
葉

も
透
け
て
見
え
る
の
を
描

く

と
い
ふ
事
で

、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
前

の
枝

も
出
て
來
す
樹

に
丸
味
を
持
た
す

る
が
出
來

ま

せ
ん
。
物
質
寫

生
の
時

注
意
し
て
研
究
す

べ
き
も
の
で
す
。

四
、
遠

い
山
な
ら
形

を
變

へ
て
低
く
し
て
も

よ
い
で
せ

う

が
、
近
い
山
は
他
の
釣
合
を
考

へ
て
か
ら
で
な
く
ば
繪

を
毀
し
て
仕
舞

ひ
ま

せ
う
。
風

景
畫

に
天
色

が
必
要
と

い
ふ

事
も

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
其
樣

な
塲

合
に
は
山
麓

丈
け

描

い
た
ち
よ
い
で
せ
う
。

批
評

彩
畫
帖

三
宅
克
己
著
神
田
中
西
屋
、
文
房
堂
發
行

石
版
水
彩
風
景
畫
六
枚
下
圖
一
枚
説
明
書
一
冊
附

特
長
と
思

は
る
ゝ

も
の

一
、
圖
柄
簡
單

に
し
て
初
學
の
臨
本
に
適
す
。

二
、
印
刷
所
を

三
度
變

ぜ
し
と

い
ふ
程
あ
り
て
、

　
製
版
印
刷
共
に
鮮
に
し
て
よ
く
原
畫

の
趣
を
傳

　

ふ
。
三、
下
圖
及
び
説
明
付
に
て
、
普
通
畫
帖

と
異
な

　
り
親
切
を
極

む
。

　
　
　

缺
點

と
思
は
る

ゝ
も
の

一
、
價
高
く
し
て

一
般

に
普
及
し
が
た
き
事
。
(實

　
實
の
上
よ
り

い

へ
ば
廉
價

な
れ
ど
)

二
、

一
二
を
除
く
の
外
圖
樣
單

調
に

し
て
趣
味
乏

　

し
き
事

。

三、
明

る
き
圖
柄

の
み
に
し
て
幽
玄
な
る
も
の

一

　

も
な
き
事
。

但
從
來
發
行

さ
れ
し
此
種
の

も
の
ゝ
う
ち
第

一
位

を
占
む
。
臨
本

に
使
用
し
て
些
の
害
な
き
も
の
と

思
ふ
水
彩
畫

ス
ケ
ッ
チ

角
田
南
山
畫

下
谷
　
由
盛
閣
發
兌

木
版
色
刷
風
景
六
枚

　
　
　
　
　

特
長
と
思
は
る
ゝ
も
の

一
つ
も
な
し
。
木
版
に
て

是
迄

に
仕
上
し
は
大
に
感
す
べ
き
な
れ
ど
そ
は
畢

竟徒
勞

に
過

ぎ
ず
。

缺
點

は
澤
山
あ
り

一
、
輪
廓

の
不
整
。

二
、
遠
近
法
の
間
遠

ひ
。

三
、

色
彩

の
不
調
和
。

四
、
不
廉
。
(
比
較
的

)

思
ふ
に
此
帖
は
水

彩
と
稍
す
る
毛
日
本
畫

家
の
筆

に
な
り

し
も
の
な
る
べ
く
、
流
行

に
連
れ
た
る
營

利
的
出
版
物

に
し
て
、
眞
の
水
彩
畫

研
究
者

に
は

臨
本
は
勿
論
參

考

と
も
な
ら
ざ
る
べ
し
。

△
新
宿
藤
陵
氏

へ
、
英
文

の
水
彩
畫

の
手
引
は
適

當

と
思

ふ
も

の
心
當
り
無
之
候
。
丸
善
書
店

に
は

多
少
參
り
居
候
間
直
接
御
照
會
相
成
度
候
。

△
呉
西
山
氏

へ
、
水
彩
畫

の
寫
眞

版
は
遠
近
の
調

子
を
見
る
爲

め
に
は
無
之
候
。
專
門
家
の
描
法
、
即

ち
畫
面

の
統

一
、
筆
致
の
粗
密
な
ど
を

い
さ

ゝ
か

窺
ふ
る
を
得

べ
き
か
と
存
じ
候
、
若
し
彩
色
な
き

を
以
て
實
景
の
寫
眞

に
劣
れ
り
と
す
る
は
墨
繪

の

價
値
を
知
ら
ざ
る
暴
論

と
可
申
候
。

但
編
者

も
寫

眞
版
は
好
物
に
無
之

、
經
濟
さ

へ
許

せ
ば
不
殘
彩

色
版
に
改
め
度
希
望

に
候
。

い
つ
れ
近
き
將
來
に

於
て

一
枚
丈
け
は
色
彩
版

に
致
す
べ
く
候
。

△
三
戸
千
葉
氏

ヘ
、
口
繪
に
觸

る

ゝ
と
黒

線
を
生

ず
と
は
何
の
原
因
に
や
解
し
難
く
候
。
殘

本

一
々

試
み
候

へ
共

そ
の
事

無
之
候
。
次

に
畫
題
の
説
明

は
可
成
記
載
す

る
樣
に
可
致
候
。


